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中 島 幸 子

『愛ちやんの夢物語』　
―翻訳者の工夫あれこれ

国立国会図書館の蔵書から

　

明
治
43（
１
９
１
０
）年
に
出
版
さ
れ
た
『
愛
ち

や
ん
の
夢
物
語
』
は
、ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
の
『
不

思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
を
日
本
で
最
初
に
全
訳
し

た
作
品
で
す
。こ
の
作
品
の
前
に
も
ル
イ
ス
・
キ
ャ

ロ
ル
の
ア
リ
ス
作
品
を
紹
介
し
た
も
の
は
あ
り
ま

し
た
が
、『
愛
ち
や
ん
の
夢
物
語
』 

は
、
日
本
に

お
け
る
本
格
的
な
ア
リ
ス
翻
訳
の
出
発
点
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　

本
の
見
返
し
に
は
翻
訳
者
の
丸
山
英え

い
か
ん観
の
写
真

が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
治
期
の
翻
訳
者
は
有
名

な
文
学
者
ば
か
り
で
は
な
く
、
人
物
像
や
経
歴
の

調
査
が
困
難
な
場
合
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
あ
る

テ
レ
ビ
番
組
で
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
愛
ち

や
ん
の
夢
物
語
』
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
に
な
り
、
ご
遺
族
よ
り
当
館
へ
お
手
紙
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
お
手
紙
に
よ
り
、
丸
山
英
観

は
早
稲
田
大
学
英
文
科
に
学
ん
だ
こ
と
、
卒
業
後

は
黒
岩
涙
香
の
日
刊
紙
『
万
朝
報
』
に
勤
め
、
女

学
校
の
教
師
を
経
た
後
、
住
職
と
な
っ
た
こ
と
な

ど
、
児
童
文
学
の
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た（

注
）。
早
稲
田
大
学
英
文
科

で
は
若
山
牧
水
ら
が
同
級
生
で
し
た
。
当
時
の
同

学
科
は
、
ア
リ
ス
の
翻
訳
を
試
み
た
人
物
を
複
数

輩
出
し
て
い
ま
す
。

　
『
愛
ち
や
ん
の
夢
物
語
』
は
タ
イ
ト
ル
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、「
ア
リ
ス
」が
日
本
風
の
名
前「
愛

ち
や
ん
」
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
本
文
を

今 月 の 一 冊

愛ちやんの夢物語
ルイス・キャロル 著　丸山英観（薄夜） 訳　内外出版協会　明 43.2
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/896597（モノクロ画像）

この資料は「開館70周年記念展示　本の玉手
箱―国立国会図書館70年の歴史と蔵書―」で
展示しています。

【東京】～11/24日（土）、【関西】11月30日（金）
～12月22日（土）　※日・祝・第三水曜休館
詳しくは本誌 2018年9/10月号をご覧ください。
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読
み
進
め
て
み
る
と
、
ア
リ
ス
の
飼
い
猫
「
ダ
イ

ナ
」
は
「
玉た

ま

ち
や
ん
」
に
、「
チ
ェ
シ
ャ
猫
」
は
「
朝

鮮
猫
」
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
発
音
が

比
較
的
近
い
言
葉
を
あ
て
た
の
で
し
ょ
う
。ま
た
、

「
タ
ル
ト
」
は
な
ん
と
「
栗く

り
ま
ん
ぢ
う

饅
頭
」
に
（
左
ペ
ー

ジ
参
照
）、「
ク
ロ
ッ
ケ
ー
場
」
は
「
毬ま

り
な
げ
ば

投
場
」
に

改
変
す
る
な
ど
、
馴
染
み
の
な
い
西
洋
の
文
化
を

ど
う
し
た
ら
上
手
く
伝
え
ら
れ
る
か
と
い
う
、
翻

訳
者
の
苦
心
の
跡
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

海
外
の
児
童
文
学
が
紹
介
さ
れ
始
め
た
の
は
幕

末
期
か
ら
で
、
初
期
に
は
、
世
界
の
事
情
を
知
り

た
い
と
い
う
需
要
か
ら
か
、「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク

ル
ー
ソ
ー
」
な
ど
冒
険
物
語
が
盛
ん
に
翻
訳
さ
れ

ま
し
た
。
明
治
に
入
る
と
グ
リ
ム
や
ア
ン
デ
ル
セ

ン
の
作
品
が
次
々
と
翻
訳
さ
れ
ま
す
。
翻
訳
者
た

ち
は
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
工

夫
の
一
つ
が
、『
愛
ち
や
ん
の
夢
物
語
』
で
見
ら

れ
る
よ
う
な
、
登
場
人
物
の
名
前
な
ど
を
日
本
風

の
名
前
に
改
変
す
る
方
法
で
す
。
名
前
だ
け
で
な

く
、
作
品
の
舞
台
や
設
定
を
日
本
風
に
改
変
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

　

他
の
作
品
で
は
、
日
本
初
翻
訳
の
『
フ
ラ
ン

ダ
ー
ス
の
犬
』（
明
治
41（
１
９
０
８
）年
）
に
お
い

て
、
主
人
公
の
少
年
ネ
ロ
は
「
清き

よ
し」
に
、
老
犬
パ

ト
ラ
ッ
シ
ュ
は
「
斑ぶ

ち

」
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

正
14（
１
９
２
５
）年
の
『
楓
物
語
』
は
「
ア
ル
プ

ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
を
翻
訳
し
た
も
の
で
、
主
人

（左）猫が笑うという訳が理解しにくいと考えたのか、
「歯並を見せたばかり」としています。
（下）見返しに貼られた丸山英観の写真。

第3章でねずみが長い話（long tale）をする部分では、できるだけ原作に忠実に
長い尻尾（long tail）に見立てるなど、当時の試行錯誤がよくわかります。
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（右）『フランダースの犬』
ウイダ（ルイス・デ・レミイ） 著　
日高善一（柿軒） 訳　内外出版
協会　明 41.11
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/875928（モノクロ画像）

（左）『楓物語』
ヨハンナ・スパイリ 著　山本
憲美 訳　福音書館　大正14
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/1017014（モノクロ画像）

第11章でトランプのハートの女王が作ったタル
トを誰が盗んだかを問う裁判の場面。「心臓」
に「ハート」とルビが振られているのに対し、「栗
饅頭」のルビは「タルト」ではなく、そのまま「く
りまんぢう」となっています。

公
ハ
イ
ジ
が
「
楓か

へ
でち

や
ん
」
に
、
山
羊
飼
い
の
少

年
ペ
ー
タ
ー
は
「
辨べ

ん
た太

」
に
、
病
弱
な
少
女
ク
ラ

ラ
は
「
久く

ら

こ
良
子
」
に
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
代
か
ら
す
る
と
、
く
す
っ
と
笑
い
た
く
な
る

よ
う
な
翻
訳
で
す
が
、 

西
洋
の
様
々
な
文
学
作
品

や
文
化
が
ス
ム
ー
ズ
に
日
本
に
導
入
さ
れ
る
一
助

と
な
っ
た
で
し
ょ
う
。
特
に
、
ナ
ン
セ
ン
ス
な
言

葉
遊
び
が
多
い
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
の
翻

訳
は
難
易
度
が
高
か
っ
た
は
ず
で
す
。
こ
う
し
た

先
人
た
ち
の
試
行
錯
誤
に
よ
っ
て
、
翻
訳
、
さ
ら

に
は
日
本
の
文
学
が
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

注　石川春江「日本における『ふしぎの国のアリス』の初期翻
訳」『参考書誌研究』21号（1980 年８月）http://dl.ndl.go.jp/
info:ndljp/pid/3051104

○参考文献
日本国際児童図書評議会「子どもの本・翻訳の歩み展」実行
委員会 企画・執筆　国立国会図書館 編『子どもの本・翻訳
の歩み展展示会目録』国立国会図書館　2000.3＜請求記号
KE177-G31＞
楠本君恵『翻訳の国の「アリス」』未知谷　2001.3＜請求記号
KS113-H23＞
川戸道昭「明治の『アリス』―ナンセンス文学受容の原点」『児
童文学翻訳作品総覧　第1巻』川戸道昭 , 榊原貴教 編　大空社　
2005.6＜請求記号 KE111-H25＞
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憲
政
資
料
室
の
新
規
公
開
資
料
か
ら

小お
ば
た畑
敏と
し
ろ
う

四
郎
関
係
文
書

（
三
七
八
点
　
平
成
二
九
年
九
月
公
開
）

　

小
畑
敏
四
郎
は
、
陸
軍
皇
道
派
の
主

要
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
一
方
、
太
平

洋
戦
争
末
期
に
は
近
衛
文
磨
、
吉
田
茂

な
ど
と
共
に
終
戦
工
作
に
も
関
与
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
終
戦
直
後
に
組
閣
し

た
東
久
邇
内
閣
に
は
国
務
大
臣
と
し
て

入
閣
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
武
装
解
除
に

反
対
す
る
軍
人
た
ち
に
よ
る
反
乱
に
備

え
て
の
起
用
で
し
た（

１
）。
実
際
、
本
文

書
に
は
、
こ
の
こ
ろ
の
不
穏
な
空
気

を
伝
え
る
資
料
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
1
は
、
軍
人
た
ち
の
軽
挙
を
戒
め

る
『
首
相
演
説
』
と
し
て
、
昭
和
二
〇

（
一
九
四
五
）
年
八
月
二
〇
日
の
午
後

六
時
ご
ろ
か
ら
一
二
時
ご
ろ
ま
で
、
一

時
間
お
き
に
繰
り
返
し
ラ
ジ
オ
放
送
さ

れ
た
も
の
の
草
稿
で
す
。
大
半
の
一
般

国
民
が
何
だ
か
分
か
ら
ず
に
聴
い
た
で

あ
ろ
う
、
そ
の
放
送
の
背
後
に
は
、
翌

朝
に
迫
っ
た
少
壮
軍
人
に
よ
る
宮
城
占

拠
計
画
が
あ
り
ま
し
た
。
放
送
の
お
か

げ
で
未
遂
に
終
わ
っ
た
ク
ー
デ
タ
ー
計

画
で
す
。

　

当
時
の
首
相
、
東
久
邇
稔
彦
の
同
日

の
日
記（

２
）に
は
、
こ
の
ラ
ジ
オ
放
送
に
関

す
る
記
述
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
こ
の
計
画
を
知
っ
た
首
相
が
、
小

畑
を
介
し
て
首
謀
者
の
う
ち
の
二
人
に

面
会
し
た
と
こ
ろ
、
説
得
に
応
じ
て
計

画
を
中
止
す
る
代
わ
り
に
、
彼
ら
が
立

案
し
た
文
章
を
当
日
六
時
か
ら
夜
半
に

か
け
放
送
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
時
間
が
な
い
中
、
そ
の
文
章
は

「
突
飛
な
文
字
を
削
っ
た
だ
け
」
で
そ

の
ま
ま
放
送
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す（
３
）。

写
真
1
の
草
稿
を
み
る
と
、
ペ
ン

で
書
か
れ
た
、
確
か
に
や
や
突
飛
な
表

現
が
、
鉛
筆
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
て
い

ま
す
。
首
謀
者
が
こ
の
日
、
首
相
に
提

示
し
た
文
章
そ
の
も
の
の
可
能
性
が
高

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
幕
末
・
維
新
期
か
ら
現
代
に
及
ぶ
時
期

の
政
治
家
、
官
僚
、
軍
人
ら
の
所
有
し
て
い
た
個
人
文
書
（
憲
政

資
料
約
四
〇
万
点
）
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
東
京
本
館

憲
政
資
料
室
で
新
規
に
公
開
し
た
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

憲
政
資
料
は
主
に
ご
子
孫
な
ど
か
ら
の
寄
贈
に
よ
っ
て
収
集
し

た
資
料
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
整
理
や
目
録
作
成
を
経
て
一
般

に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
事
に
よ
り
、
政
治
史
を
は
じ
め

様
々
な
分
野
の
調
査
・
研
究
を
支
え
る
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

魅
力
の
一
端
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

憲
政
資
料
室
の
新
規
公
開
資
料
か
ら

憲政資料室のご案内（東京本館　本館4階）

　幕末・維新期から現代にいたる政治家・官僚・軍人
などが所蔵していた文書類を集めた「憲政資料」、第
二次世界大戦終了後の連合国による日本占領に関する
米国の公文書を中心に集めた「日本占領関係資料」、
主に北米・南米への日本人移民に関する資料を集めた
「日系移民関係資料」を扱っています。
　憲政資料室の利用方法、今回紹介する資料を含む所
蔵資料の概要については、リサーチ・ナビ「憲政資料
室の所蔵資料」（https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/）をご覧
ください。

憲政資料室
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く
、
清
書
を
す
れ
ば
前
述
の
首
相
の
日

記
に
引
用
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
放
送
と
ほ
と

ん
ど
同
じ
文
章
に
な
り
ま
す
。
組
閣
か

ら
四
日
目
の
東
久
邇
内
閣
が
直
面
し
た

試
練
を
、
今
に
伝
え
る
資
料
で
す
。

写真1　昭和20（1945）年8月20日　東久邇首相のラジオ放送草稿　
<小畑敏四郎関係文書224-3>

写真2　大正9（1920）年7月、ロシア大使館付駐在武官として出国する
時の公用旅券　<小畑敏四郎関係文書186>

小畑敏四郎（1885-1947）
明治18（1885）年高知生まれ。陸軍中将。陸軍大
学校卒業後は参謀本部員となり、第一次大戦中の
ロシア軍に従軍した。対ソ作戦の専門家として知
られ、参謀本部第三部長の時には対ソ早期開戦
論を主張。その後、陸軍大学校校長を務めるも、二・
二六事件後、陸軍皇道派の主要人物として予備役
に編入。戦後、東久邇内閣に国務大臣として入閣。
昭和22（1947）年に死去。
肖像写真の出典：<小畑敏四郎関係文書186>

1　『緒方竹虎』緒方竹虎伝記刊行会 編　朝日新聞社　1963 年
2　『東久邇日記』東久邇稔彦 著　徳間書店　1968 年
3　注１に同じ

右画像の矢印部分の翻刻（鉛筆による
修正後）

「…稔彦は輔弼の責任者トシテ（国体護
持のための）具体的方策ヲ有して居り
ます。
諸子は自愛自重し、倍々軍人精神、民
族精神ヲ磨き、終始厳粛なる態度、冒
し難き威容を以て事に処せられんこと
を熱望します。」

※読点および括弧内を補記した。
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児こ
だ
ま玉
源げ
ん
た
ろ
う

太
郎
関
係
文
書

（
三
六
二
点
　
平
成
二
九
年
一一
月
公
開
）

　

明
治
時
代
の
代
表
的
陸
軍
軍
人
で

あ
っ
た
児
玉
源
太
郎
の
旧
蔵
資
料
で

す
。
こ
れ
に
は
陸
軍
有
力
者
た
ち
か
ら

の
書
簡
、
児
玉
自
身
の
手
帳
メ
モ
・
意

見
書
や
、
彼
が
関
わ
っ
た
歴
史
的
事
件

に
関
わ
る
書
類
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
う
ち
約
七
割
は
『
児

玉
源
太
郎
関
係
文
書
』（
尚
友
倶
楽
部

児
玉
源
太
郎
関
係
文
書
編
集
委
員
会

編
、
同
成
社
、
二
〇
一
五
）
に
翻
刻
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

児
玉
と
い
え
ば
、
司
馬
遼
太
郎
『
坂

の
上
の
雲
』
な
ど
で
、
二
〇
三
高
地
攻

略
に
成
功
し
た
人
物
と
し
て
お
馴
染
み

で
す
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
明
治

三
七
（
一
九
〇
四
）
年
一
二
月
一
四
日

付
の
児
玉
秀
雄
宛
児
玉
源
太
郎
書
簡

（
写
真
3
）
の
よ
う
な
資
料
が
あ
り
ま
す
。

　

彼
に
と
っ
て
、
戦
争
指
導
と
と
も
に

困
難
だ
っ
た
の
が
講
和
条
約
の
締
結
で

し
た
。
勝
利
に
酔
っ
た
国
民
は
、
ロ
シ

ア
か
ら
の
賠
償
金
を
要
求
し
て
、
明
治

三
八
（
一
九
〇
五
）
年
九
月
五
日
に
日

比
谷
焼
打
ち
事
件
を
起
こ
し
ま
し
た

が
、
児
玉
は
償
金
獲
得
を
不
可
能
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
た
と
え
そ
の
た
め

に
自
分
が
「
軟
派
」
と
非
難
さ
れ
て
も

「
愉
快
」
で
あ
る
、
と
さ
え
述
べ
て
い

ま
す
。
日
本
の
現
状
と
、
そ
れ
を
取
り

巻
く
国
際
環
境
を
冷
静
に
判
断
し
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、今
後
は「
勉

メ
テ
戦
争
ヲ
避
ク
ル
ノ
手
段
ヲ
採
ラ
サ

ル
ヘ
カ
ラ
ス
」（
写
真
4
）
と
、
将
来
の

国
家
建
設
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
の
で

す
が
、
こ
の
翌
年
に
急
死
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

写真3 　児玉源太郎書簡 児玉秀雄宛 明治37（1904）年12月14日　<児玉源太郎関係文書102>
児玉秀雄は源太郎の長男。
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児玉源太郎（1852-1906）
嘉永5（1852）年山口生まれ。陸軍大将、子爵。戊辰戦争に官
軍として参加、維新後は大阪兵学寮を卒業し任官、佐賀の乱
で重傷を負い、西南戦争では熊本城に籠城する。日本陸軍
の制度設計に中心的な役割を果たし、日清戦争では兵站線
を支え、日露戦争では満州軍総参謀長として勝利に導いた。
この間、台湾総督・陸軍大臣・内務大臣・文部大臣に就任。
日露戦後の明治39（1906）年に参謀総長となるも、同年死去。

肖像写真の出典：
「近代日本人の肖像」（http://www.ndl.go.jp/portrait/datas/77.html）

写真4　児玉源太郎「日露講和締結に満足する覚書」〔明治38（1905）年9月25日〕
<児玉源太郎関係文書128>
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四し
じ
ょ
う條
隆た
か
と
し平
・
隆た
か
ふ
さ英
関
係
文
書 

（
七
五
九
点
　
平
成
三
〇
年
二
月
公
開
）

　

明
治
初
期
に
法
律
案
を
審
議
し
て
い
た

機
関
に
あ
た
る
元
老
院
で
の
議
論
に
つ
い

て
は
、
お
お
む
ね
『
元
老
院
会
議
筆
記
』

（
元
老
院
会
議
筆
記
刊
行
会
、
一
九
六
三

～
九
二
復
刻
）
で
窺
え
ま
す
。
明
治
一
五

（
一
八
八
二
）
年
か
ら
元
老
院
権
少
書
記

官
を
務
め
て
い
た
四
條
隆
平
の
手
元
に

は
、
そ
の
際
に
入
手
し
た
で
あ
ろ
う
資
料

が
、
断
片
的
な
も
の
も
含
め
て
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
写
真
6
は
、
新
聞
紙
条
例
（
追
加
）
の

布
告
案
に
あ
た
り
ま
す
。
明
治
一
八

（
一
八
八
五
）
年
七
月
に
読
会
が
開
か
れ

て
お
り
、
こ
の
案
を
取
上
げ
た
会
議
を
記

し
た
『
元
老
院
会
議
筆
記
』
の
ペ
ー
ジ
に

あ
た
っ
て
み
る
と
、
原
案
は
、
写
真
の
印

刷
部
分
と
一
致
し
、
内
閣
委
員
に
よ
っ
て

案
を
提
出
し
た
説
明
の
後
に
、
い
く
つ
か

の
質
問
や
修
正
案
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
実
際
の
布
告
文

は
元
老
院
で
の
布
告
案
と
も
少
し
異
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
布
告
原
案
に
は
鉛
筆
に
よ
る
修
正

と
書
き
込
み
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
文
言
は

元
老
院
で
行
わ
れ
た
第
三
読
会
で
の
発
言

と
重
な
る
部
分
で
、
こ
の
文
字
が
い
つ
書

き
込
ま
れ
た
か
は
、
つ
ま
び
ら
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
条
文
の
検
討
過
程
を
示
す

も
の
で
、
興
味
深
く
思
え
ま
す
。

　

な
お
、
文
書
全
体
に
関
し
て
は
、
す

で
に
華
族
史
料
研
究
会
「（
史
料
紹
介
）

四
條
男
爵
家
文
書
」
一
～
四
（『
東
京

大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
第
八
、

一
一
、一
二
、一
四
号
、
二
〇
〇
四
～

二
〇
一
〇
）
が
発
表
さ
れ
、
さ
ら
に
、
四

條
家
を
め
ぐ
る
論
文
集
と
し
て
『
四
條

男
爵
家
の
維
新
と
近
代
』（
尚
友
倶
楽

部
、 

華
族
史
料
研
究
会
編
、
尚
友
倶
楽

部
、
二
〇
一
二
年
）
と
、
資
料
集
で
あ
る

『
四
條
男
爵
家
関
係
文
書
』（
尚
友
倶
楽

部
、
華
族
史
料
研
究
会
編
、
尚
友
倶
楽
部
、

二
〇
一
三
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

四條隆平（1841-1911）
天保12（1841）年京都生まれ。慶応4（1868）年の
鳥羽・伏見の戦いに従軍、北陸道鎮撫副総督
を務め、新潟裁判所総督兼北陸道鎮撫副総督、
越後国柏崎県知事、奈良県令等を歴任、明治
15（1882）年に太政官権少書記官兼元老院権少
書記官、明治21（1888）年に元老院議官となる。
明治31（1898）男爵となり、明治37（1904）年には
貴族院議員を務めて明治44（1911）年死去。

写真6　〔第四百七十九号議案新聞紙条例第三十條追加ノ儀〕
<四條隆平・隆英関係文書341>

写真5　写真（四條隆平） 
<四條隆平・隆英関係文書631>
裏書によれば当時58歳。
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石い
し
ざ
か坂
泰た
い
ぞ
う三
関
係
文
書

（
九
三
六
点
　
平
成
三
〇
年
三
月
公
開
）

　

石
坂
泰
三
は
昭
和
三
一（
一
九
五
六
）

年
に
第
二
代
経
団
連
会
長
に
就
任
し
た

人
物
で
す
。
石
坂
は
、
自
由
経
済
推
進

に
消
極
的
な
意
見
の
残
る
戦
後
の
日
本

経
済
界
に
あ
っ
て
、
資
本
・
貿
易
の
自

由
化
を
主
張
し
、
政
府
に
よ
る
民
間
経

済
へ
の
介
入
を
批
判
し
た
古
典
的
自
由

主
義
者
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。 

　

戦
後
の
事
績
で
著
名
な
石
坂
も
、
太

平
洋
戦
争
末
期
に
は
自
身
の
死
が
脳
裏

を
よ
ぎ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
、
昭
和

二
〇
（
一
九
四
五
）
年
八
月
三
日
付
で

家
族
宛
て
に
「
遺
言
書
」（
写
真
7
）
を

書
き
記
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
遺
言
書
で
石
坂
は
、
当
時
の
日

本
の
世
論
が
「
自
由
主
義
・
資
本
主
義

を
罪
悪
視
」
し
、「
統
制
主
義
・
国
家

社
会
主
義
を
金
科
玉
条
と
し
て
信
奉
」

す
る
が
、所
詮
こ
れ
ら
は
「
暴
力
主
義
」

で
あ
っ
て
、「
人
類
の
幸
福
を
規
範
す

る
恒
久
的
制
度
」
で
は
な
い
と
批
判
し

て
い
ま
す
。

　

資
本
の
増
大
は
よ
り
よ
き
生
活
を
目

指
す
「
人
類
努
力
」
の
蓄
積
で
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
等
に
お
け
る
革
命
運
動
も
、

人
類
が
暴
政
の
束
縛
か
ら
脱
し
て
「
自

由
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
人
間
の
本
能
的

努
力
」
の
結
果
だ
と
い
う
世
界
観
を
持

つ
石
坂
に
と
っ
て
、
当
時
の
社
会
体
制

は
自
身
の
信
念
と
相
容
れ
な
い
も
の
で

し
た
。「
人
生
自
由
な
く
し
て
何
の
人

生
ぞ
」
と
い
う
文
中
の
一
節
が
、
戦
後

に
繋
が
る
石
坂
の
思
想
の
片
鱗
を
端
的

に
示
し
て
い
ま
す
。

　

同
文
書
に
は
、
こ
の
ほ
か
、
明
治

四
〇
年
代
か
ら
死
去
す
る
昭
和
五
〇

（
一
九
七
五
）
年
ま
で
の
自
筆
の
手
帳

や
日
記
、
書
簡
等
の
資
料
が
残
り
、
石

坂
の
活
動
や
内
面
を
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

写真7　遺言書
<石坂泰三関係文書173 付属資料5>

石坂泰三（1886-1975）
明治19（1886）年東京生まれ。東京帝国大学卒業後に逓
信省に入省するも4年で退官。第一生命保険相互会社
に入社し、昭和13（1938）年に取締役社長に就任した。
戦後は東京芝浦電気株式会社取締役（後に社長）に就
任して経営再建に尽力する。昭和31（1956）年には経済
団体連合会会長に就任し、「財界総理」と呼ばれた。昭
和50（1975）年に死去。
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福ふ
く
し
ま島
安や
す
ま
さ正
関
係
文
書

（
一
三
六
点
　
平
成
三
〇
年
五
月
公
開
）

　

福
島
安
正
は
、
情
報
収
集
に
手
腕
を

発
揮
し
て
朝
鮮
半
島
・
満
洲
な
ど
の
調

査
を
担
当
し
、
累
進
し
て
陸
軍
大
将
と

な
っ
た
軍
人
で
す
。

　

こ
の
た
び
公
開
し
た
「
福
島
安
正
関

係
文
書
」
に
は
、
日
露
戦
争
後
に
満
洲

等
で
情
報
収
集
に
あ
た
っ
て
い
た
者
か

ら
の
来
簡
や
書
類
（
日
清
戦
争
後
に
お

け
る
留
学
生
招
聘
関
係
、
北
清
事
変
時

に
お
け
る
各
国
軍
司
令
官
と
の
交
渉
資

料
）
に
加
え
、
日
記
二
冊
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

福
島
の
名
を
も
っ
と
も
高
か
ら
し
め

た
の
は
、
一
年
四
ヶ
月
を
か
け
て
単
騎

で
ベ
ル
リ
ン
か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
ま

で
シ
ベ
リ
ア
を
横
断
し
た
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
成
功
が
判
明
し
た
明
治

二
六
（
一
八
九
三
）
年
に
は
、
内
外
に

大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　

勇
敢
な
情
報
将
校
と
い
う
一
般
的
な

イ
メ
ー
ジ
と
の
対
比
で
言
え
ば
、
こ
と

に
意
外
の
観
を
抱
か
せ
る
の
は
、
福
島

の
妻
・
貞
子
宛
の
書
簡
の
内
容
で
す
。

本
文
書
に
は
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）

年
の
妻
宛
の
手
紙
が
一
二
通
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
貞
子
と
安
正
の
結
婚
は
明
治

七
（
一
八
七
四
）
年
の
こ
と
、
清
国
軍

の
調
査
に
あ
た
り
な
が
ら
北
京
か
ら
、

「
気
鬱
ヲ
散
ス
ル
者
ハ
家
信
並
ニ
新
聞
」

「
此
頃
其
地
よ
り
之
書
翰
ハ
多
ク
隔
週

ニ
テ
聊
カ
憾
ナ
キ
能
ハ
ス
、
何
卒
毎
週

発
信
以
テ
安
正
勉
強
之
労
ヲ
慰
セ
ヨ
」

（
写
真
9
）
と
綴
る
福
島
の
姿
か
ら
は
、

細
や
か
に
家
族
を
気
遣
い
、
寂
し
が
る

姿
も
垣
間
み
え
ま
す
。

福島安正（1852-1919）
嘉永5（1852）年長野生まれ。明治7（1874）年陸軍省出仕、清
国公使館付を経て明治25（1892）年2月～26（1893）年6月のシ
ベリア視察により、名をはせた。参謀本部第三部長、北清
連合軍幕僚、満洲軍参謀、参謀次長、関東都督を経て大正
3（1914）年9月大将、後備役編入。帝国在郷軍人会副会長も
務める。大正8（1919）年死去。

肖像写真の出典：
「近代日本人の肖像」（http://www.ndl.go.jp/portrait/datas/186.html）

写真8
明治36年5月の日記
<福島安正関係文書44>
面会者や日録が整理のうえ綴られる。
上の写真は左の日記の表紙。
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写真10
錦絵に描かれた福島安正の姿
 「撰雪六六談　大雪中の単騎　福島安正」
歌川芳宗［画］　秋山武右衛門　明治26（1893）

（『月の百姿』所収）
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1311566

写真9
福島安正書簡　福島貞子宛〔明治17年〕2月25日付
 <福島安正関係文書30>

（上）外封筒　（下）内封筒
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納本制度をご存知ですか？　
―国際シンポジウム 「納本制度の過去 ・ 現在 ・ 未来」 報告

納本制度は 70 周年を迎えました

　

平
成
30
年
７
月
11
日
（
水
）、
納
本
制
度
の
意
義
を

再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
考

え
る
た
め
、
納
本
制
度
70
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
納
本
制
度
の
過
去
・
現
在
・
未
来
―
デ
ジ
タ
ル
化

時
代
に
お
け
る
納
本
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
―
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
納
本
制
度
の

成
立
か
ら
近
年
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物

（
１
）
へ
の

対
応
に
至
る
ま
で
を
概
説
す
る
基
調
講
演
の
後
、
ド
イ

ツ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
お
よ
び
日
本
に
お
け
る
納
本
制

度
の
歴
史
と
現
状
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
各
国
立

図
書
館
の
講
師
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

海
外
の
状
況

　

ド
イ
ツ
は
２
０
０
６
年
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出

版
物
を
制
度
収
集
の
対
象
に
加
え
ま
し
た
。
２
０
１
７

年
に
は
約
１
０
０
万
点
（
電
子
書
籍
約
22
万
５
０
０
０

点
、
電
子
新
聞
約
37
万
点
、
電
子
雑
誌
の
記
事
約
38
万

点
等
）
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
２
０
１
６
年
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
系
電
子
出
版
物
を
制
度
収
集
の
対
象
に
加
え
ま
し

た
。
こ
の
２
年
で
、
電
子
書
籍
約
１
万
１
０
０
０

点
、
電
子
雑
誌
約
１
５
０
０
タ
イ
ト
ル
、
電
子
地
図
約

２
万
６
０
０
０
点
等
を
収
集
し
て
い
ま
す
。（
←
）

過去を読み、未来を読む。

シンポジウムの講演資料は以下の URL に掲載しています。
http://www.ndl.go.jp/jp/event/events/201807symposium.html
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納
本
制
度
と
は
？

　

図
書
等
の
出
版
物
を
そ
の
国
の
責
任
あ
る
公
的
機

関
へ
納
入
す
る
こ
と
を
発
行
者
等
に
義
務
づ
け
る
制
度

の
こ
と
で
す
。
日
本
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
が
こ
の

制
度
の
運
用
を
担
っ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
、
約

60
万
点
が
納
本
制
度
に
基
づ
き
納
入
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
文
化
的
資
産
の
継
承

　

資
料
が
納
入
さ
れ
る
と
、
日
本
国
内
で
刊
行
さ
れ
た

出
版
物
の
記
録
と
し
て
、
そ
の
資
料
の
書
誌
デ
ー
タ
を

作
成
・
公
開
し
、
国
内
外
か
ら
広
く
存
在
を
確
認
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
と
未
来
の
多
く
の

読
者
の
た
め
に
文
化
的
資
産
と
し
て
永
く
保
存
し
、
国

民
の
知
的
活
動
の
記
録
と
し
て
後
世
に
継
承
し
ま
す
。

今
年
で
7 0
周
年

　

日
本
の
納
本
制
度
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
開
館
と

同
年
に
運
用
を
開
始
し
、
今
年
で
70
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
間
、
出
版
形
態
の
多
様
化
や
時
代
の
変
化
に

合
わ
せ
て
制
度
を
見
直
し
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
近

年
は
、資
料
や
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
影
響
を
受
け
て
、

納
本
制
度
は
世
界
的
に
も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。

1 ネットワーク系電子出版物：ウェブサイト、オンライン資料（インターネット上で出版される電子書籍・電子雑誌等）等のこと。

2 DRM：Digital Rights Management。デジタルコンテンツに係る権利を保護するため、閲覧や複製を制御する技術的制限手段の

こと。

　

両
国
に
共
通
す
る
の
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
受
入

れ
か
ら
提
供
ま
で
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
が
自
動
化
さ
れ
、

職
員
が
介
入
す
る
必
要
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
多
様
か
つ
大
量
の
資
料
を
収
集
・
保
存
す

る
に
は
、
戦
略
的
な
計
画
や
技
術
的
な
基
盤
、
そ
し
て
、

資
料
提
供
側
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
が
必
要
不
可
欠
で

す
。

日
本
の
状
況

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
平
成
29
年
度
末
時
点
で
、

納
本
制
度
を
中
心
に
収
集
し
た
４
０
０
０
万
点
以
上

の
有
形
資
料
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
約

１
万
２
０
０
０
タ
イ
ト
ル
・
14
万
件
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

と
１
０
０
万
点
以
上
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
を
収
集
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
有
償
ま
た
は
Ｄ
Ｒ
Ｍ
（
２
）
あ
り
の
オ
ン
ラ
イ
ン

資
料
は
、
長
期
保
存
等
に
係
る
技
術
的
問
題
や
出
版
ビ

ジ
ネ
ス
へ
の
影
響
に
対
す
る
配
慮
の
必
要
性
か
ら
、
当

面
、
制
度
収
集
を
保
留
し
て
い
る
状
況
で
す
。
多
く
の

関
係
者
と
の
連
携
協
力
に
よ
り
、
収
集
対
象
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
、
目
下
の
課
題
で
す
。

１
０
０
年
後
も
よ
み
た
い
か
ら

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
出
版
形
態
や
時
代
の
変
化
の

中
に
あ
っ
て
も
、
継
続
的
に
資
料
を
収
集
し
保
存
す
る

た
め
に
、
た
ゆ
ま
ず
努
力
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
、
改

め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
日
本
の
文
化
的
資
産
へ
の
普

遍
的
な
ア
ク
セ
ス
を
保
証
す
る
公
共
基
盤
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
役
割
を
充
分
に
果
た
す
た

め
、
納
本
制
度
や
、
そ
れ
を
補
完
す
る
制
度
を
組
み
合

わ
せ
、
よ
り
よ
い
資
料
収
集
の
在
り
方
を
考
え
、
目
指

し
ま
す
。

ウルリケ・ユンガー氏（ド
イツ国立図書館 収集
書誌部長）
講演テーマ「ドイツ国
立図書館におけるデジ
タル文化資産の収集及
び管理－課題と解決－」

メレディス・バッテン氏
（オーストラリア国立図
書館 資料管理部国内
資料課課長補佐（特
別コレクション担当））
講演テーマ「オーストラ
リアにおける納本制度
－紙からデジタルへ－」

山地康志（国立国会
図 書 館 収 集 書 誌 部
長）
講演テーマ「国立国
会図書館の収集資料
と納本制度」

田村俊作氏（慶應義
塾大学名誉教授）
基調講演テーマ「納本
制度の意義とこれから」



14国立国会図書館月報 691号 2018.11

全
国
書
誌
と
は

　

そ
も
そ
も
、「
全
国
書
誌
」と
は
何
で
し
ょ

う
か
。
平
た
く
い
え
ば
、「
あ
る
一
国
の

出
版
物
に
関
す
る
情
報
を
網
羅
し
、
体
系

的
に
記
録
し
た
も
の
」
の
こ
と
で
す
。
あ

る
国
の
最
近
の
出
版
物
の
状
況
が
分
か
れ

ば
、
そ
の
国
の
出
版
文
化
事
情
の
み
な
ら

ず
、
政
治
・
経
済
・
社
会
・
教
育
・
科
学
等
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
動
向
ま
で
明
ら
か
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
出
版
物
を
大
量
に
所

蔵
し
利
用
者
に
提
供
す
る
図
書
館
は
、
全

国
書
誌
の
作
成
機
関
に
相
応
し
い
存
在
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

全
国
書
誌
の
位
置
付
け
は
国
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
国
際
図
書
館
連
盟
（
Ｉ

Ｆ
Ｌ
Ａ
）
の
登
録
簿１

に
よ
れ
ば
、
回
答
を

寄
せ
た
45
か
国
・
地
域
の
ほ
と
ん
ど
で
、

国
の
中
央
図
書
館
が
単
独
ま
た
は
中
心
と

な
っ
て
全
国
書
誌
作
成
に
責
任
を
有
し
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
全
国
書
誌
の
基
本
要
件
と
し
て

よ
く
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
次
の
4
点
で
す２

。

　

①
網
羅
性

　

②
速
報
性

　

③
信
頼
性３ 

　
④
詳
細
性

　

日
本
の
全
国
書
誌
の
生
い
立
ち

（
１
９
４
８
～
１
９
７
７
）

　

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
2
月
に
公
布
さ

れ
た
国
立
国
会
図
書
館
法
の
第
7
条
で
規

定
さ
れ
て
い
る
と
お
り４

、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
そ
の

成
立
当
初
か
ら
全
国
書
誌
の
刊
行
を
重
要

な
任
務
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
し
た
。

同
年
9
月
の
い
わ
ゆ
る
「
ダ
ウ
ン
ズ
報
告

書５

」
で
は
、「
国
内
の
全
出
版
物
を
記
録
す

る
全
国
図
書
目
録
」
を
「
出
版
」
す
る
よ

う
勧
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
勧
告
に
よ

り
、前
述
の
要
件
①
「
網
羅
性
」
と
③
「
信

頼
性
」
を
備
え
る
べ
き
こ
と
が
明
確
に
な

り
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
立
国
会
図
書
館
法
第
24
条
等

の
規
定
に
よ
っ
て
、
国
内
で
発
行
さ
れ
た

す
べ
て
の
出
版
物
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
納
入
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
法
定
納
本
制
度
」
の
裏
付
け
に
よ
り
、「
網

羅
性
」
が
保
証
さ
れ
、「
国
内
の
全
出
版
物

を
記
録
す
る
全
国
図
書
目
録
」
の
成
立
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
10
月
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ

は
『
納
本
月
報
』
を
創
刊
し
ま
し
た
。『
納

本
月
報
』
は
、
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
2

月
に
『
国
内
出
版
物
目
録
』
と
改
題
後
も

暫
く
月
刊
で
し
た
が
、昭
和
30
（
１
９
５
５
）

横山 幸雄 

過去を読み、未来を読む。

全国書誌の70年
「もの」から「サービス」へ

開館 70 周年を迎えた国立国会図書館（NDL）と同様、日本の全国書

誌も 70の齢を重ねるに至りました。本稿では、その 70年の歴史を簡

単に振り返りつつ、現状と展望を示します。
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年
6
月
以
降
は
週
刊
の
『
納
本
週
報
』
に

衣
替
え
し
ま
し
た
。
刊
行
頻
度
の
増
加
は
、

全
国
書
誌
の
要
件
②
「
速
報
性
」
の
重
視

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

『
日
本
全
国
書
誌
』
の
成
立
と
機
械
化

（
１
９
７
８
～
２
０
０
１
）

　
『
納
本
週
報
』
と
は
別
に
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
そ

の
蔵
書
目
録
と
し
て
昭
和
23
（
１
９
４
８
）

年
11
月
に
『
収
書
通
報
』
を
創
刊
、
昭
和

34
（
１
９
５
９
）
年
3
月
ま
で
刊
行
さ
れ
ま

し
た
。「
目
録
」
は
、
利
用
者
が
そ
の
図
書

館
の
蔵
書
を
利
用
す
る
際
に
必
要
と
す
る

情
報
、例
え
ば
請
求
記
号
等
の「
所
蔵
情
報
」

を
有
す
る
点
で
、「
書
誌
」
と
異
な
り
ま
す
。

蔵
書
目
録
に
収
録
さ
れ
る
個
々
の
出
版
物

の
記
録
は
、『
納
本
週
報
』
等
と
比
べ
て
速

報
性
で
は
劣
る
も
の
の
、
内
容
が
詳
細
で

あ
り
、『
納
本
週
報
』
が
充
足
で
き
な
い
で

い
た
全
国
書
誌
の
要
件
④
「
詳
細
性
」
は
、

こ
こ
で
実
現
し
て
い
た
と
い
え
な
く
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

詳
細
な
記
録
の
作
成
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
速
報
性
と
詳
細
性
を
両
立
さ

せ
る
た
め
の
業
務
の
迅
速
化
、
効
率
化

は
常
に
課
題
で
す
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
昭
和
46

（
１
９
７
１
）
年
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入

し
、
業
務
の
機
械
化
を
検
討
し
ま
し
た
。

昭
和
52
（
１
９
７
７
）
年
２
月
以
降
、
蔵
書

目
録
作
成
用
の
デ
ー
タ
等
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
入
力
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
53

（
１
９
７
８
）
年
1
月
か
ら
は
『
納
本
週
報
』

の
編
纂
も
機
械
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
56
（
１
９
８
１
）
年
1
月
、

『
納
本
週
報
』
は
『
日
本
全
国
書
誌
週
刊
版
』

と
改
題
し
、
デ
ー
タ
内
容
も
充
実
し
ま
し

た
。
四
つ
の
要
件
の
す
べ
て
を
満
た
す
、

名
実
と
も
に
日
本
の
全
国
書
誌
の
誕
生
で

す６

。

　

さ
て
、
一
旦
、
世
界
に
目
を
転
じ
て
み

ま
し
ょ
う
。
１
９
７
７
年
、
ユ
ネ
ス
コ
と

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
が
共
催
し
た
全
国
書
誌
国
際
会

議
の
勧
告
で
、
全
国
書
誌
の
要
件
が
具
体

化
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
、

図
書
館
等
に
対
す
る
目
録
・
書
誌
デ
ー
タ

提
供
の
媒
体
の
主
流
が
従
来
の
紙
媒
体（
印

刷
カ
ー
ド
、
冊
子
体
）
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
作
成
さ
れ
た
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
（
機
械
可
読
目
録
）

へ
と
変
わ
り
始
め
、
全
国
書
誌
の
作
成
・

提
供
に
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
流
れ
を
受
け
て
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
、
昭

和
56
（
１
９
８
１
）
年
4
月
に
は
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
頒
布
も
開
始
し
て
い
ま

納本月報

収書通報

日本全国書誌週刊版 納本週報

「目録」は「書誌情報」と「所
蔵情報」で構成されます。
NDL サーチの書誌詳細画面
では、中央にタイトル、著
者等の「書誌情報」が、右
側「見る・借りる」欄に所
蔵図書館、請求記号等の「所
蔵情報」が表示されていま
す。

書誌と目録の違い
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す
。
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
『
日
本

全
国
書
誌
週
刊
版
』
の
内
容
を
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
磁
気
テ
ー
プ
に
格
納
し

て
全
国
の
図
書
館
等
に
頒
布
・
提
供
す
る

も
の
で
、
図
書
館
業
務
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
利
用
に
資
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し

た
。
昭
和
63
（
１
９
８
８
）
年
4
月
か
ら
は
、

パ
ソ
コ
ン
等
で
簡
便
に
利
用
で
き
る
よ
う

Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
（
Ｊ
‐
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）
も
頒

布
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
に（
２
０
０
２

～
２
０
１
７
）

　

21
世
紀
に
入
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

急
激
な
普
及
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
提
供

す
る
全
国
書
誌
、
蔵
書
目
録
等
の
サ
ー
ビ

ス
も
大
き
く
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
4
月
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ

は
『
日
本
全
国
書
誌
』
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
１
週
間
単
位
の
ｈ
ｔ

ｍ
ｌ
フ
ァ
イ
ル
を
掲
載
す
る
も
の
で
、
冊

子
体
の
利
点
で
あ
る
通
覧
性
を
保
ち
つ

つ
、
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
に
よ
る
検
索
機
能

も
活
用
で
き
る
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
蔵
書
目
録
に
つ
い
て
は
、
平
成

12
（
２
０
０
０
）
年
3
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン

閲
覧
目
録
（
Ｗ
ｅ
ｂ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
と
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
が
始
ま
り
ま
し

た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
は
検
索
機
能

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
14

（
２
０
０
２
）
年
10
月
に
公
開
さ
れ
た
国
立

国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・
申
込
シ
ス
テ
ム

（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
で
は
、
名
称
で
明
ら

か
な
よ
う
に
Ｎ
Ｄ
Ｌ
蔵
書
の
利
用
申
込
み

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
海
外
で
は
『
書
誌
レ
コ
ー
ド

の
機
能
要
件
』（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｒ
）
等
の
研
究
・

成
果
公
開
が
相
次
ぎ
、
全
国
書
誌
を
含
む

図
書
館
目
録
の
理
論
的
枠
組
み
が
整
備
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
書
誌
に
求

め
ら
れ
る
最
良
の
モ
デ
ル
を
検
討
す
る
動

き
も
出
て
き
ま
し
た７

。
そ
の
過
程
で
、
全

国
書
誌
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

た
利
用
者
に
役
立
つ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
目
録
・
書
誌
サ
ー
ビ

ス
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
提
供
は
、
こ
の
流

れ
に
乗
っ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
目
録
・
書
誌
サ
ー
ビ
ス

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
提
供
は
、
平
成
19

（
２
０
０
７
）
年
3
月
の
国
立
国
会
図
書
館

法
改
正
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
全
国
書

誌
に
つ
い
て
「
出
版
を
行
う
」
と
い
う
条

J-BISC

ホームページ版日本全国書誌

Web-OPAC

NDL-OPAC
( 平成14（2002）年10月～
平成23（2011）年12月 )

←インターネットサービス
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文
が
、「
国
民
が
利
用
し
や
す
い
方
法
に
よ

り
提
供
す
る
」
と
い
う
条
文
へ
と
変
更
さ

れ
ま
し
た８

。
改
正
時
点
だ
け
で
な
く
、
今

後
の
技
術
の
進
展
に
よ
る
新
た
な
提
供
手

段
・
方
法
に
も
対
応
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
「
全
国
書
誌
」
を
時
代
に
即
し
た
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
進
化
さ
せ
る
可
能
性
を
持
た

せ
た
法
改
正
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
『
日
本
全
国
書
誌
』
は
、
平
成
14

（
２
０
０
２
）
年
4
月
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
版

公
開
以
降
も
冊
子
体
の
刊
行
が
続
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
国
立
国
会
図
書
館
法
の

改
正
に
伴
い
、
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
6

月
に
は
終
刊
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
版
に
一

本
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
版
も
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
11

月
に
提
供
を
終
了
、
後
述
の
と
お
り
平
成

24
（
２
０
１
２
）
年
1
月
に
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ

Ａ
Ｃ
の
サ
ー
ビ
ス
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

　蔵
書
目
録
か
全
国
書
誌
か

　

全
国
書
誌
作
成
機
関
以
外
の
図
書
館
に

お
い
て
、
全
国
書
誌
は
、
選
書
ツ
ー
ル
や

自
館
の
蔵
書
デ
ー
タ
作
成
用
の
ソ
ー
ス

デ
ー
タ
等
と
し
て
様
々
な
形
で
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
国
の
出
版
文
化

事
情
の
指
標
で
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
蔵
書
目
録
は
、
個
人
利
用
者
の

閲
覧
や
複
写
申
込
み
、
図
書
館
協
力
を
通

じ
て
の
図
書
館
間
貸
出
し
や
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
等
の
た
め
に
使
わ
れ
、
全
国
書
誌
と
は

利
用
方
法
・
形
態
が
別
物
の
よ
う
に
見
え

な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用
者
か
ら
見
れ

ば
、
検
索
で
き
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で

蔵
書
目
録
だ
け
が
注
目
さ
れ
、
全
国
書
誌

の
意
義
や
存
在
そ
の
も
の
も
認
識
さ
れ
て

い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
全
国
書
誌
、
蔵
書
目
録
は
そ

れ
ぞ
れ
に
意
味
が
あ
り
、
ま
た
使
い
や
す

い
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
連
動
す
る
こ
と
も
有

意
義
で
す
。
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
1
月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｃ
に
は
「
書
誌
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
」
機

能
が
加
わ
り
ま
し
た
。
蔵
書
目
録
と
連
動

し
て
、
全
国
書
誌
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
が

始
ま
っ
た
の
で
す
。
両
方
を
利
用
し
て
い

た
人
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に

Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
蔵
書
目
録
の
利
用
と
全
国
書
誌

の
利
用
を
別
シ
ス
テ
ム
で
行
う
煩
雑
さ
か

ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
で
新
た
に
加
わ
っ
た
機
能
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
任
意
の
期
間
を
指
定
し
、
そ
の
検
索
結

果
と
し
て
全
国
書
誌
デ
ー
タ
の
集
合
を

平成 22（2010）年 10 月からは国立国会図書館サーチ（NDL
サーチ）開発版の一機能として「NDL 新着図書情報」の
提供（テキストファイル。2013 年 1 月からは RSS 配信）
が開始されました。NDL に納本された国内刊行図書の基
本的な情報を納本後数日以内に日次で提供するものです。
全国書誌データとして完成 9 する前に提供されるため要
件④「詳細性」は満たしていませんが、要件②「速報性」
を備えたインターネット版「納本日報」といえるかもし
れません。

NDL-OPAC
( 平成24（2012）年1月～
平成29（2017）年12月 )

書誌情報提供サービス

速報性への対応
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作
成

・
再
検
索
に
よ
る
全
国
書
誌
デ
ー
タ
集
合

の
絞
り
込
み

・
各
種
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
よ
る
デ
ー
タ
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

何
が
日
本
の
全
国
書
誌
か

　

こ
れ
ま
で
、
納
本
制
度
に
よ
っ
て
日
本

の
全
出
版
物
が
Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
納
入
さ
れ
、
そ

の
結
果
と
し
て
日
本
の
全
国
書
誌
が
作

成
・
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
当
然
の
よ
う
に

書
い
て
き
ま
し
た
が
、
実
情
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
制
度
が
あ
っ
て
も
「
す
べ
て
」

は
困
難
で
す
。

　

そ
の
懸
念
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
設
立
当
時
か
ら
あ

り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
刊
行
し
て
い
た『
全

日
本
出
版
物
総
目
録
』
の
存
在
が
、
そ
の

証
拠
で
す
。
昭
和
23
年
度
に
国
内
で
発
行

さ
れ
た
図
書
、
雑
誌
・
新
聞
、
非
図
書
資

料
に
つ
い
て
昭
和
26
（
１
９
５
１
）
年
5
月

に
刊
行
し
、
以
後
は
収
録
期
間
を
暦
年
と

し
て
年
次
で
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
目

録
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
未
納
本
分
の
出
版
物
に
つ

い
て
、
当
初
は
出
版
界
、
大
学
・
公
共
図

書
館
等
の
協
力
を
得
て
、
調
査
・
編
集
作

業
を
行
っ
た
も
の
で
す
が
、
作
業
の
困
難

さ
も
あ
っ
て
、
刊
行
に
は
相
当
の
時
間
を

要
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
納
本
率
の

向
上
も
あ
っ
て
昭
和
36
年
版
以
降
は
未
納

本
分
の
調
査
を
打
ち
切
り
ま
し
た
が
、
全

出
版
物
が
納
本
さ
れ
る
べ
く
努
め
て
い
る

も
の
の
納
本
分
イ
コ
ー
ル
全
出
版
物
で
な

い
、
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め

ま
せ
ん１

０

。
こ
の
悩
み
は
、
現
在
も
将
来
に

わ
た
っ
て
も
、
全
国
書
誌
の
「
網
羅
性
」

に
突
き
付
け
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

　

一
つ
の
答
え
は
、
複
数
の
図
書
館
の
蔵

書
目
録
を
ま
と
め
た
総
合
目
録１

１

と
全
国
書

誌
を
統
合
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
す
。

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
1
月
に
本
格
提
供

が
開
始
さ
れ
た
Ｎ
Ｄ
Ｌ
サ
ー
チ
で
は
、
Ｎ

Ｄ
Ｌ
の
蔵
書
だ
け
で
な
く
、
都
道
府
県
立

図
書
館
や
政
令
指
定
都
市
立
図
書
館
の
蔵

書
も
併
せ
て
検
索
可
能
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
速
報
性
に
つ
い
て
の
対
応
も
引

き
続
き
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
Ｎ
Ｄ
Ｌ
新

着
図
書
情
報
」
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
平
成

24
（
２
０
１
２
）
年
2
月
か
ら
は
、
日
本
出

版
イ
ン
フ
ラ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
近
刊
図

書
情
報
」（
下
図
）
が
Ｎ
Ｄ
Ｌ
サ
ー
チ
で
提

供
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

近
日
中
に
刊
行
さ
れ
る
図
書
の
情
報
を
、

国立国会図書館オンライン
(平成30（2018）年1月～ )

NDLサーチ

NDL-Bib
( 平成 30（2018）年1月～ )
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Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
納
本
さ
れ
る
前
の
段
階
で
提
供

す
る
も
の
で
す
。

全
国
書
誌
サ
ー
ビ
ス
の
現
状

（
２
０
１
８
）

　

現
在
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
サ
ー
チ
に
よ
る
全
国
書

誌
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す１

２

。

・
検
索
用
Ａ
Ｐ
Ｉ（
Ｓ
Ｒ
Ｕ
／
Ｓ
Ｒ
Ｗ
、Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ

Ｓ
ｅ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ１

３
） 

・
ハ
ー
ベ
ス
ト
用
Ａ
Ｐ
Ｉ
（
Ｏ
Ａ
Ｉ
‐
Ｐ
Ｍ

Ｈ
）

・Ｒ
Ｓ
Ｓ
配
信
（
新
着
書
誌
情
報
、
全
国
書
誌
、

全
国
書
誌
（
電
子
書
籍
・
電
子
雑
誌
編
））

・Ｔ
Ｓ
Ｖ
フ
ァ
イ
ル
（
全
国
書
誌
（
電
子
書
籍
・

電
子
雑
誌
編
）
の
み
）

　

一
方
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
1
月
に

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
国
立
国
会
図
書
館

検
索
・
申
込
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
国

立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
こ
と
に
伴
い
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｃ
の
機
能
の
一
部
だ
っ
た
「
書
誌
情
報
提

供
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
国
立
国
会
図
書
館
書

誌
提
供
サ
ー
ビ
ス
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｂ
ｉ
ｂ
）
に

継
承
さ
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｂ
ｉ
ｂ
の

「
全
国
書
誌
提
供
サ
ー
ビ
ス
」
画
面
で
は
、

「
全
国
書
誌
」
か
「
新
着
書
誌
情
報１

５

」 

を
選

択
し
、
資
料
区
分
と
日
付
で
集
合
を
作
成

後
、
各
種
形
式１

６

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の

全
国
書
誌
は
様
々
な
「
利
用
し
や
す
い
方

法
」
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に
：
全
国
書
誌
の
将
来
像

（
２
０
１
８
～
）

　

日
本
の
全
国
書
誌
は
、
ダ
ウ
ン
ズ
報
告

書
の
勧
告
に
よ
っ
て
誕
生
し
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ

Ａ
を
中
心
と
し
た
国
際
的
な
図
書
館
活

動
の
潮
流
に
乗
っ
て
発
展
し
て
き
ま
し

た１
７

。
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
書
誌
分
科
会
はCom

m
on 

Practice for N
ational Bibliographic 

A
gencies

と
称
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
置
し１

８

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
全
国
書
誌

像
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
平
成

15
（
２
０
０
３
）
年
か
ら
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
書
誌

分
科
会
に
常
任
委
員
を
、
ま
た
平
成
29

（
２
０
１
７
）
年
か
ら
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
目
録
分
科

会１
９

に
も
常
任
委
員
を
派
遣
し
、
国
際
的
な

目
録
・
書
誌
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
3
月

に
「
国
立
国
会
図
書
館
書
誌
デ
ー
タ
作
成
・

提
供
計
画
２
０
１
８
‐
２
０
２
０２

０

」 

を
策

定
し
ま
し
た
。
計
画
で
は
、「
納
本
資
料

に
基
づ
き
全
国
書
誌
を
作
成
・
提
供
す
る
」

と
い
う
「
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
基
本
的
役
割
」
を
再

確
認
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
な
施
策
を
示

し
て
い
ま
す
。

・
書
誌
デ
ー
タ
提
供
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
サ
ー
チ
へ

の
一
本
化

・
Ｎ
Ｄ
Ｌ
サ
ー
チ
に
お
け
る
書
誌
デ
ー
タ

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
実
現

・
図
書
館
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
提
供
業

者
へ
の
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
サ
ー
チ
Ａ
Ｐ
Ｉ
対
応

機
能
実
装
の
働
き
か
け

　

Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
作
成
・
提
供
す
る
日
本
の
全

国
書
誌
は
、
今
後
も
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
き
ま
す
。
日
本
の
出
版
文
化
状
況

の
記
録
・
提
供
と
い
う
全
国
書
誌
の
使
命

の
実
現
に
向
け
た
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
取
組
み
を
、

今
後
と
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　要件①「網羅性」については、特筆すべ
きこととして、インターネット上で出版（公
開）される電子書籍・電子雑誌の全国書
誌収録があります。NDL は、これらのう
ち国等の機関によるものは平成 22（2010）
年度から、民間のものは平成 25（2013）
年 7 月から 、収集・保存を開始しました

１４

。
これらの資料は無体物であるため、目録・
書誌データの作成方法・内容等は、これま
での全国書誌収録対象資料（有体物）と同
じというわけにはいきません。NDL では、
平成 26（2014）年 4 月から「電子書籍・
電子雑誌編」として別建てで全国書誌を提
供しています。

昭和 23（1948）年～ 図書、逐次刊行物（雑誌・新聞）など

　そこに加えて…
平成 11（1999）年～ マイクロ資料、パッケージ系電子出版物、静止画資料、録音資料な

ど
平成 12（2000）年 2 月～ パッケージ系電子出版物の制度的収集開始（国立国会図書館法改

正）
平成 15（2003）年～ 楽譜（一枚もの）、音楽録音資料、映像資料、地図（一枚もの）、

住宅地図など
　さらに…
平成 22（2010）年 4 月～ 国、地方公共団体、独立行政法人等のインターネット資料の制度的

収集（国立国会図書館法改正）
平成 25（2013）年 7 月～ 民間のオンライン資料（電子書籍・電子雑誌）の制度的収集（国

立国会図書館法改正）
平成 26（2014）年 4 月～ 電子書籍・電子雑誌

全国書誌収録範囲（収集対象資料）の拡大

※白いセルは NDL の収集対象として増えたもの。薄緑色のセルは全国書誌の収録対象として増えた
もの。
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1　National Bibliographic Register. https://www.ifla.org/
node/2216

2　日本全国書誌のあゆみ／上保佳穂（全国書誌通信
no.118）

　 http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_8723857_
po_118.pdf?contentNo=1&alternativeNo

3　1998年に開催された全国書誌サービス国際会議の勧
告では、責任ある機関が国際標準に基づいてデータ作
成を行うこととされています。なお、NDLが基づく予定の
新基準『日本目録規則2018年版』も、国際標準との相互
運用性が考慮されています。詳細は、今月号の「What's 
書誌調整ふたたび」（21ページ）をご参照ください。

4　当時の条文には「日本国内で刊行された出版物の目録
又は索引の出版を行う」とあります。

5　NDLの設立に重要な役割を果たしたアメリカ合衆国図
書館使節、ヴァーナー・W・クラップ氏およびチャールズ・
H・ブラウン氏の提言により派遣されたGHQ民間情報教
育局特別顧問ロバート・B・ダウンズ氏がGHQに提出し
た文書です。

6　第二次世界大戦以前に圖書研究會が刊行していた『内
務省納本月報』は、収録対象の点で全国書誌に相当しま
すが、内務省への納本は検閲が主目的であり、この資料
自体、図書館サービスのためのものではありませんでし
た。

7　National Bibliographic Registerを維持管理している
IFLA書誌分科会は、2009年に“National Bibliographies 
in the Digital Age”（邦訳『デジタル時代の全国書誌』）と
いう新時代の全国書誌のガイドラインを刊行し、さらに
全国書誌の“Best Practice”を探るためのワーキンググ
ループを立ち上げています。

　 http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9454266
8　改正後の第７条の規定では、「日本国内で刊行された出

版物の目録又は索引を作成し、国民が利用しやすい方
法により提供する」とされました。

9　「平成29年度サービス実績」によれば、納本されてから
全国書誌データ提供までの日数は19日前後です。

　 http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/evaluation/h29_
service.html

10 出版者への納本依頼や未収資料の調査など、納本率向
上のための地道な取り組みが続けられています。

11 国立国会図書館法第21条第4項で「日本の図書館資料
資源に関する総合目録（中略）のために、あらゆる方策
を講ずる。」と規定されています。

12 http://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb/ndl_
search.html

13 これらの具体的な利用方法については、篠田麻美
「What’s書誌調整ふたたび　第11回　変わりゆく全
国書誌データ提供」（本誌682（2018年2月）号）をご参照
ください。

14 オンライン資料（電子書籍・電子雑誌）については、当面
は、無償かつDRM（技術的制限手段）のないものに限定
して収集しています。有償のオンライン資料については、
収集に向けた実証実験を行っています。

15 平成24（2012）年4月、「NDL新着図書情報」から改題。
16 MARC形式、記号区切り形式など。
17 たとえば、1998年の全国書誌サービス国際会議では

「国全体の産出物（national output）」を収録対象とす
べきとする勧告が出され、ネットワーク情報資源に対す
る法定納本の必要性が明確になりました。また、2009年
に初版が公開された『国際目録原則覚書』では、目録の
最上位の目標は利用者の利便性であることが謳われて
います。

18 脚注7に示したワーキンググループと同一ですが、当初
は“Best Practice”だったものが、“Common Practice”に
変更されています。全国書誌に唯一無二の「最良」は存
在せず国によってそのあり方は異なること、国による差
異を認めたうえで「慣例として全国書誌に共通するもの」
は何かを示す、という姿勢が感じられます。興味深いこと
に、創立当時のNDLに全国書誌を提言したダウンズ氏
の母国アメリカ合衆国には、当時も今も「全国書誌」と称
されるものは存在しません。実質的な全国書誌サービス
を実現していれば、名称の有無は些細なことなのかもし
れません。

19 その活動は多岐にわたりますが、最近の成果物としては
『書誌レコードの機能要件』の後継モデルであるIFLA 
LRM（IFLA Library Reference Model）が有名です。

20 http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/bibplan2020.pdf

全国書誌と蔵書目録のあゆみ
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Ａ
Ｒ
Ｃ

日
本
全
国
書
誌
（
冊
子
体
）

国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
目
録

納
本
週
報

収
書
通
報

国
内
出
版
物

目
録

納本月報

（全国書誌提供サービス）

日本全国書誌
（ホームページ版）

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Web-
OPAC

「
サ
ー
ビ
ス
」
の
時
代

「
も
の
」
の
時
代

平成 30（2018）年～　
※国立国会図書館オンラ
イン /NDL-Bib

平成 25（2013）年～

平成 24（2012）年～

～平成 19（2007）年

平成 14（2002）年～

平成 12（2000）年～

～平成 7（1995）年

昭和 56（1981）年～

～昭和 34（1959）年

昭和 30（1955）年～

昭和 25（1950）年～

昭和 23（1948）年～

※
NDL
サーチ

冊子体
号単位で固定
内容の通覧（または索引による
検索）

ホームページ版 NDL-OPAC NDL-Bib
号単位で固定 内容は検索のつど変化
内容の通覧（またはブラ
ウザの文字列検索）

検索機能による絞込・一覧表示・ダウン
ロードなど

国立国会図書館サーチ
NDL-OPAC／ NDL-Bib と同じ
全国書誌データを提供
API・RSS などが利用可能

全国書誌の形態・内容の変遷

▲昭和23（1948）年

▲平成14（2002）年

▲平成25（2013）年

▼平成19（2007）年

▼平成24（2012）年 ▼平成30（2018）年



先
生
：
や
あ
、
カ
ー
ネ
。
以
前
、
目
録
規
則
が
ど
の
よ
う

に
進
化
し
て
き
た
の
か
勉
強
し
ま
し
た
ね
。
そ
の
時
、

日
本
図
書
館
協
会
の
目
録
委
員
会
と
国
立
国
会
図
書
館

の
収
集
書
誌
部
が
協
力
し
て
、
新
し
い
目
録
規
則
を
作
っ

て
い
る
と
話
し
ま
し
た
が
、
す
で
に
今
年
3
月
か
ら
、

「
日
本
目
録
規
則
２
０
１
８
年
版
（
Ｎ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
８
年

版
）
予
備
版
」
が
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
す
よ２

。
そ
し
て
、

12
月
頃
に
、
完
成
版
で
あ
る
本
版
が
刊
行
さ
れ
る
予
定

で
す３

。

カ
ー
ネ
：
も
う
す
ぐ
で
き
あ
が
る
ん
だ
ね
。
ワ
ク
ワ
ク
す

る
ワ
ン
！　

と
こ
ろ
で
、
Ｎ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
８
年
版
っ
て
、

結
局
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
新
し
い
の
？

先
生
：
そ
れ
で
は
、
主
な
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

　

①
Ｒ
Ｄ
Ａ
と
の
互
換
性

　

②
日
本
の
目
録
慣
行
や
出
版
物
等
へ
の
配
慮

　

③
Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｒ
に
基
づ
く
特
徴

　
　

―
「
著
作
」
の
典
拠
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど

　

④
機
械
可
読
性
の
向
上　

Ｒ
Ｄ
Ａ
と
の
互
換
性

先
生
：
Ｒ
Ｄ
Ａ
は
覚
え
て
い
る
か
な
？

カ
ー
ネ
：
聞
い
た
こ
と
あ
る
よ
う
な
…
。

先
生
：
Ｒ
Ｄ
Ａ
は
、
英
語
圏
を
中
心
に
広
く
普
及
し
て
い

る
目
録
規
則
で
す
。
Ｎ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
８
年
版
は
、
Ｒ
Ｄ

Ａ
と
の
互
換
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

Ｎ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
８
年
版
、
Ｒ
Ｄ
Ａ
の
ど
ち
ら
を
使
っ
て

作
ら
れ
た
目
録
の
デ
ー
タ
で
あ
っ
て
も
、
お
互
い
の
デ
ー

タ
を
交
換
し
た
り
共
有
し
た
り
で
き
ま
す
。

カ
ー
ネ
：
日
本
で
作
っ
た
目
録
の
デ
ー
タ
も
、
世
界
中
と
や

り
と
り
し
や
す
く
な
る
ん
だ
ね
。

日
本
の
目
録
慣
行
や
出
版
物
等
へ
の
配
慮

先
生
：
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
長
い
間
積
み
重
ね
ら
れ
て

き
た
、
日
本
の
目
録
作
成
の
慣
行
も
あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｃ

Ｒ
２
０
１
８
年
版
で
は
、
こ
の
点
に
も
配
慮
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
一
つ
の
ル
ー
ル
に
対
し
て
、
新
し

い
方
式
と
、
今
ま
で
の
日
本
の
目
録
規
則
に
よ
る
方
式

と
が
用
意
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
す
る

こ
と
で
、
図
書
館
ご
と
に
合
っ
た
方
式
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

カ
ー
ネ
：
こ
れ
ま
で
と
同
じ
や
り
方
で
、
目
録
の
デ
ー
タ
を

作
れ
る
場
合
も
あ
る
ん
だ
ね
。

先
生
：
こ
の
ほ
か
、
日
本
語
に
特
有
の
読
み
に
関
す
る
ル
ー

ル
を
盛
り
込
ん
だ
点
も
、
Ｎ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
８
年
版
な
ら

で
は
の
特
徴
と
い
え
ま
す
。

カ
ー
ネ
：
同
じ
漢
字
で
も
何
通
り
も
読
み
が
あ
る
か
ら
、
読

み
も
大
事
だ
よ
ね
。　

第 12 回

こんにちワン、カーネ（CANE）です。

そういえば、ずいぶん前に、日本の新しい目録規則を作ってるっ

て先生に教えてもらったけど 1、あれってできたのかな？

どんなものなんだろう？

新しい『日本目録規則』

（NCR2018年版）の特徴
書誌調整
What's

ふ
た
た
び

カーネ
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Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｒ４

に
基
づ
く
特
徴
―
「
著
作
」
の

典
拠
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど

先
生
：
カ
ー
ネ
は
、「
書
誌
レ
コ
ー
ド
の
機
能
要
件
」（
Ｆ
Ｒ

Ｂ
Ｒ
）
を
覚
え
て
い
ま
す
か
？

カ
ー
ネ
：
え
ー
と
、
な
ん
だ
っ
た
っ
け
？

先
生
：
Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｒ
は
、
目
録
を
作
る
時
の
考
え
方
を
示
し
た

概
念
モ
デ
ル
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
す
。
世
界
の
多
く
の
目

録
規
則
が
拠
り
所
と
し
て
い
る
「
国
際
目
録
原
則
覚
書
」

（
Ｉ
Ｃ
Ｐ５

）
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｒ
を
基
盤
の
一
つ
と
し
て
作
ら

れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
８
年
版
も
Ｉ
Ｃ
Ｐ
に
準
拠
し

て
い
て
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｒ
に
基
づ
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
ん

で
す
。
さ
っ
き
話
し
た
Ｒ
Ｄ
Ａ
も
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｒ
を
ベ
ー
ス

に
作
ら
れ
ま
し
た
。

カ
ー
ネ
：
だ
か
ら
デ
ー
タ
を
交
換
し
や
す
く
な
る
ん
だ
ね
。

先
生
：
Ｎ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
８
年
版
で
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｒ
に
基
い
て
、

典
拠
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
典
拠
デ
ー
タ
の
作
成
・
管
理
）
作

業
が
、
規
則
と
し
て
は
っ
き
り
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
の
日
本
の
目
録
規
則
に
は
な
か
っ
た
こ
と
で
、
目

録
作
成
に
お
け
る
典
拠
デ
ー
タ
の
重
要
性
が
高
め
ら
れ
た

と
い
え
ま
す
。

カ
ー
ネ
：
典
拠
デ
ー
タ
は
、
ぼ
く
、
知
っ
て
る
よ６

！　

作
者

の
名
前
と
か
本
の
テ
ー
マ
と
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
資

料
を
検
索
す
る
手
が
か
り
に
な
る
ん
だ
よ
ね
。

先
生：
覚
え
て
い
て
え
ら
い
で
す
ね
。
ま
た
、す
べ
て
の
「
著

作
」
に
つ
い
て
、
典
拠
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
作
業
を
行
う
こ
と

が
定
め
ら
れ
た
点７

も
、
大
き
な
特
徴
で
す
。

カ
ー
ネ
：「
著
作
」
っ
て
な
あ
に
？

先
生
：「
著
作
」
を
説
明
す
る
前
に
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｒ
の
お
さ
ら

い
で
す
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｒ
は
、
目
録
に
ど
の
よ
う
な
機
能
が
求

め
ら
れ
る
の
か
を
、
利
用
者
の
目
線
で
と
ら
え
て
、
モ
デ

ル
化
し
た
も
の
で
す
。
前
に
も
話
し
た
よ
う
に
、
こ
の
中

で
、
利
用
者
が
関
心
を
持
つ
対
象
を
「
実
体
」、「
実
体
」

と
「
実
体
」
の
関
係
性
を
「
関
連
」
と
よ
び
ま
す
。「
実
体
」

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、「
著

作
」、「
表
現
形
」、「
体
現
形
」、「
個
別
資
料
」
と
い
う
四

つ
の
実
体
を
取
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
は
、
人
間
の

知
的
・
芸
術
的
な
活
動
の
成
果（
作
品
な
ど
）を
示
し
ま
す
。

カ
ー
ネ
：
え
～
、
抽
象
的
で
難
し
い
ね
。

先
生
：
具
体
的
に
説
明
し
ま
し
ょ
う
ね
。
カ
ー
ネ
は
、『
星

の
王
子
さ
ま
』
を
読
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

先生

FRBR の四つの実体

わかるかな？

表現形
Expression

個別資料
Item

体現形
Manifestation

実現

例示

具体化

実体

関連著作
Work
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カ
ー
ネ
：
う
ん
！　

小
さ
な
星
の
王
子
さ
ま
の
話
だ
ね
。

先
生
：
こ
れ
は
、
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ド
・
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ

ペ
リ
に
よ
る“

Le petit prince”

と
い
う
作
品
の
日
本

語
訳
で
す
。
原
作
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
、日
本
語
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
語
訳

に
は
、『
星
の
王
子
さ
ま
』
の
ほ
か
に
も
、『
ち
い
さ
な

王
子
』
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

本
だ
け
で
な
く
、
作
品
の
朗
読
Ｃ
Ｄ
な
ど
も
出
版
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、

「
著
作
」、「
表
現
形
」、「
体
現
形
」、「
個
別
資
料
」
と
い

う
四
つ
の
「
実
体
」
に
よ
っ
て
表
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
、「
著

作
」
は
、
漠
然
と
作
品
を
示
す
も
の
で
、
ま
だ
作
者
の

頭
の
中
に
あ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て

く
だ
さ
い
。

カ
ー
ネ
：
ぼ
く
た
ち
は
、
ま
だ
見
た
り
聴
い
た
り
で
き
な

い
っ
て
こ
と
？

先
生：
そ
う
で
す
ね
。
こ
の「
著
作
」を
、文
字
や
音
声
な
ど
、

何
ら
か
の
形
で
表
現
し
た
も
の
が
、「
表
現
形
」
で
す
。

た
と
え
ば
、
原
作
の
フ
ラ
ン
ス
語
、
日
本
語
や
英
語
に

よ
る
翻
訳
と
い
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
に
よ
る
表
現

ご
と
に
、
こ
の“

Le petit prince”

の
「
表
現
形
」
は

存
在
し
ま
す
。

カ
ー
ネ
：「
表
現
形
」
も
、
ま
だ
、
実
際
に
見
た
り
聴
い
た

り
で
き
な
い
ん
だ
ね
？

先
生
：
そ
う
、
こ
の
「
表
現
形
」
を
具
体
化
し
た
も
の
、

つ
ま
り
、
紙
の
本
や
Ｃ
Ｄ
の
よ
う
に
何
ら
か
の
媒
体
に

し
た
も
の
が
、「
体
現
形
」
で
す
。
図
書
館
の
書
誌
デ
ー

タ
は
、
主
に
こ
の
「
体
現
形
」
に
対
し
て
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
単
行
本
や
文
庫
本
な
ど
の
出
版
形
態
の
違
い
も
、

「
体
現
形
」
で
表
さ
れ
ま
す
。

カ
ー
ネ
：
ぼ
く
が
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
で
『
星
の

王
子
さ
ま
』
を
検
索
し
た
と
き
に
見
て
い
る
デ
ー
タ
は
、

「
体
現
形
」
っ
て
い
う
こ
と
？

先
生
：
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
で
所
蔵

し
て
い
る
そ
の
本
と
同
じ
も
の
が
、
近
所
の
本
屋
さ
ん

に
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
「
体
現
形
」

の
1
冊
1
冊
が
、「
個
別
資
料
」
と
よ
ば
れ
ま
す
。

日本語訳
音声

フランス語
テキスト

À LÉON …
レ
オ
ン…

ハードカバー
（フランス語）

単行本
（日本語訳A）

文庫本
（日本語訳A）

CD
（日本語訳）

所蔵機関（図書館、家、学校など）

個別資料

レ
オ
ン…

日本語訳A
テキスト

日本語訳B
テキスト

単行本
（日本語訳B）

今回はちょっと難しいワン！

“Le petit prince”の例
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カ
ー
ネ
：
ぼ
く
の
お
う
ち
に
あ
る
『
星
の
王
子
さ
ま
』
も
、

「
個
別
資
料
」
に
あ
た
る
ん
だ
ね
。

先
生：
Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｒ
の
四
つ
の
実
体
「
著
作
」、「
表
現
形
」、「
体

現
形
」、「
個
別
資
料
」、
わ
か
り
ま
し
た
か
？

カ
ー
ネ
：
ち
ょ
っ
と
イ
メ
ー
ジ
が
わ
い
て
き
た
か
も
。

先
生
：
そ
れ
で
は
、
い
よ
い
よ
「
著
作
」
の
典
拠
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
つ
い
て
で
す
。「
著
作
」
の
典
拠
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
、「
著
作
」
の
典
拠
デ
ー
タ
と
、そ
の
「
表
現
形
」

の
典
拠
デ
ー
タ
や
「
体
現
形
」
の
書
誌
デ
ー
タ
を
リ
ン

ク
す
る
こ
と
で
、
言
語
の
違
い
、
媒
体
の
違
い
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
、
一
つ
の
同
じ
「
著
作
」

の
も
と
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
関
係

す
る「
著
作
」と「
著
作
」、た
と
え
ば
、Ａ
と
い
う「
著
作
」

の
典
拠
デ
ー
タ
と
、
そ
れ
を
下
敷
に
し
て
創
作
さ
れ
た

Ｂ
と
い
う
「
著
作
」
の
典
拠
デ
ー
タ
を
リ
ン
ク
す
る
こ

と
で
、「
著
作
」
と
「
著
作
」
を
関
連
付
け
る
こ
と
な
ど

も
で
き
ま
す
。こ
の
よ
う
な
働
き
に
よ
っ
て
、利
用
者
は
、

あ
る
「
著
作
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
資

料
を
的
確
に
探
し
出
し
た
り
、
あ
る
「
著
作
」
に
関
係

す
る
ほ
か
の
「
著
作
」
の
資
料
を
見
つ
け
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

カ
ー
ネ
：『
星
の
王
子
さ
ま
』
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
と
日
本
語

版
が「
著
作
」の
も
と
に
つ
な
が
る
ん
だ
ね
、す
ご
い
ね
！

先
生：
Ｎ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
８
年
版
で
は
ま
た
、「
実
体
」
と
「
実

体
」
の
「
関
連
」
の
記
録
も
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ー
ネ
：「
関
連
」
の
記
録
っ
て
？

先
生
：
た
と
え
ば
、
雑
誌
の
改
題
の
情
報
な
ど
が
「
関
連
」

に
あ
た
り
ま
す
。 

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、

「
関
連
」
は
、
デ
ー
タ
間
の
リ
ン
ク
と
し
て
提
供
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
雑
誌
が
改
題
し
た
ら
元
の
雑
誌
と

の
間
に
リ
ン
ク
が
は
っ
て
あ
り
ま
す
よ
ね
。
あ
れ
は「
関

連
」
に
あ
た
る
と
い
え
ま
す
。

カ
ー
ネ
：
あ
ー
、
あ
れ
か
！

先
生
：
こ
れ
は
、
あ
る
「
実
体
」
と
ほ
か
の
「
実
体
」
が
、

ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
Ｎ
Ｃ
Ｒ
で
も
、
今
言
っ
た
雑
誌
の
改
題
情
報

の
よ
う
な
「
関
連
」
に
あ
た
る
も
の
は
扱
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
Ｎ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
８
年
版
で
は
「
関
連
」
の
部

が
独
立
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
き
ほ
ど
の
「
著
作
」

に
関
わ
る
「
関
連
」
な
ど
を
含
め
、
さ
ら
に
幅
広
く
詳

し
く「
関
連
」を
記
録
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
関
連
」
に
よ
っ
て
、
書
誌
デ
ー
タ
か
ら
、
あ
る
資
料
が
、

ど
ん
な
資
料
や
人
物
な
ど
と
、
ど
ん
な
関
係
に
あ
る
の

か
？　

と
い
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

カ
ー
ネ
：
こ
の
ル
ー
ル
を
使
う
と
、
便
利
な
リ
ン
ク
が
増

え
そ
う
だ
ね
。

機
械
可
読
性
の
向
上

先
生
：
Ｒ
Ｄ
Ａ
と
の
互
換
性
や
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｒ
を
基
盤
と
す

る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
目
録
の
デ
ー
タ
は
、
こ
れ
ま

こういうのもNCR2018 年版の「関連」にあたるんだね

国立国会図書館オンラインの画面
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1　本誌 652/653（2015 年 8/9 月）号 pp.24-26

2　NCR2018 年版予備版は、日本図書館協会目録委員会のホームペー
ジに PDF 版で公開されています。

　　日本図書館協会目録委員会 「日本目録規則 2018 年版予備版」

　　<http://www.jla.or.jp/committees/mokuroku//tabid/
committees/mokuroku/tabid/718/Default.aspx>

3　本版の冊子体が、日本図書館協会目録委員会により刊行される予
定です。また、日本図書館協会目録委員会のホームページで PDF
版が公開される予定です。本版では、いくつかの付録が新たに追
加されますが、規則の内容自体は、予備版から大きく変わることはあ
りません。

4　FRBR（Functional Requirements for Bibliographic Records: 
書誌レコードの機能要件）は、IFLA（国際図書館連盟）書誌レコー
ド機能要件研究グループにより、1997 年に最終報告書としてまとめ
られました。1998 年に刊行され、2007 年に一部改訂されました。
2017 年 8 月に、この FRBRと、FRAD（典拠データの機能要件）
および FRSAD（主題典拠データの機能要件）を統合した IFLA 
LRM（IFLA Library Reference Model）が、IFLA の専門委員会
によって承認されました。

5　ICP（Statement of International Cataloguing Principles: 国
際目録原則覚書）は、2009 年に IFLA によって発表されました。
2016 年 12 月に 2016 年版（2017 年に微細な変更あり）が公
開されました。2018 年 8月に、IFLA LRMに対応した2018 年版が、
IFLA の専門委員会によって承認されました。

6　書誌データの構成要素の一つに「標目」があります。標目には、タ
イトル標目、著者標目、件名標目などがあり、書誌データ検索の手
がかりとなります。これらの標目に関する情報をまとめたものが、典
拠データです。詳しくは、下記をご参照ください。

　  本誌 656（2015 年 12 月）号 pp.18-21, 657（2016 年 1 月）
号 pp.14-16

7　NDL における「著作」の典拠コントロールの適用範囲については、
検討中です。

同じタイトルだけど異なる「著作」を…

つなげる！

またまた出番だ、典拠三兄弟

みわける！ 

まとめる！

で
以
上
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
読
み
取
り
や
す
く
、
処

理
し
や
す
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、ウ
ェ

ブ
環
境
で
利
用
し
や
す
く
な
り
、
図
書
館
だ
け
で
な
く
、

さ
ら
に
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

カ
ー
ネ
：
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ウ
ェ
ブ
で
使
い
や
す
く
な
る

と
、
目
録
の
デ
ー
タ
が
、
さ
ら
に
活
躍
で
き
る
ん
だ
ね
。

Ｎ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
８
年
版
の
適
用
に
向
け
て

先
生
：
Ｎ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
８
年
版
の
使
用
を
考
え
て
い
る
図

書
館
な
ど
で
は
、
こ
れ
か
ら
、
適
用
に
向
け
た
準
備
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
で
も
、
２
０
２
１
年

1
月
の
適
用
開
始
を
目
指
し
、
適
用
細
則
を
作
成
中
で

す
。

カ
ー
ネ
：
Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
合
っ
た
ル
ー
ル
を
選
ん
で
い
る
最

中
、
っ
て
こ
と
？

先
生
：
そ
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
適
用
細
則
は
、
基
本
的
に

Ｎ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
８
年
版
に
従
い
ま
す
が
、
必
要
に
応
じ
、

ル
ー
ル
を
若
干
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
実
務
面

や
、
こ
れ
ま
で
の
適
用
細
則
を
踏
ま
え
、
図
書
や
逐
次
刊

行
物
と
い
っ
た
資
料
群
ご
と
に
作
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

ま
す
。

カ
ー
ネ
：
Ｎ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
８
年
版
を
使
う
と
、
さ
ら
に
役

立
つ
目
録
の
デ
ー
タ
が
作
れ
る
ん
だ
ね
。
今
日
は
と
て

も
勉
強
に
な
っ
た
よ
！

（
収
集
書
誌
部
収
集
・
書
誌
調
整
課　

小
林 

久
美
子
）

関係する「著作」どうしを…

さまざまなバージョンの資料を「著作」に…
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私
は
今
年
の
四
月
か
ら
、
調
査
及
び
立
法
考
査
局
国
会

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
課
の
連
絡
調
整
係
で
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
連
絡
調
整
係
の
主
な
仕
事
は
、
国
会
議
員
事
務
所
か

ら
の
調
査
の
依
頼
を
受
け
付
け
、
局
内
の
担
当
室
課
に
割

り
振
る
こ
と
で
す
。
依
頼
受
付
の
際
の
電
話
口
で
の
会
話

は
、
た
と
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
感
じ
で
す
。

「
…
…
と
い
う
わ
け
で
、
○
○
の
現
状
に
つ
い
て
、
新
聞
・

雑
誌
記
事
や
有
識
者
の
論
評
を
集
め
て
ほ
し
い
ん
で
す
。

色
々
な
立
場
の
意
見
が
知
り
た
い
の
で
、
賛
否
両
面
か
ら

お
願
い
し
ま
す
」

「
承
知
い
た
し
ま
し
た
（
こ
れ
は
…
…
△
△
課
の
担
当
に

な
る
か
な
？
）」

「
あ
と
、
○
○
の
過
去
の
議
論
に
つ
い
て
、
国
立
国
会
図

書
館
で
出
し
て
い
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
冊
子
で
ま
と
め
た
も

の
が
あ
れ
ば
そ
れ
も
く
だ
さ
い
」

「『
調
査
と
情
報-Issue Brief-

』
で
す
ね
。
か
し
こ
ま

り
ま
し
た
。
関
係
し
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
含
め
て
お
き

ま
す
ね
（
ど
れ
が
該
当
す
る
だ
ろ
う
？
）」

　
こ
の
よ
う
に
し
て
承
っ
た
調
査
依
頼
に
対
す
る
回
答
の

件
数
は
、
一
年
間
で
お
よ
そ
三
万
六
千
件
を
数
え
ま
す
。

こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
現
在
は
国
会
会
期
中
で
す
が
、

国
会
会
期
中
は
特
に
多
く
の
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
る
た
め
、

一
日
経
つ
の
が
あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ
ま
す
。

　
寄
せ
ら
れ
る
調
査
依
頼
の
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
現
在
話
題
に
な
っ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
や

国
会
審
議
に
上
が
っ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
常
に

情
報
収
集
し
、
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
働
き
方
改
革
、
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
、
成
年
年
齢
引
き

下
げ
…
…
電
話
口
で
の
会
話
は
、
そ
の
日
の
新
聞
記
事
か

ら
そ
の
ま
ま
飛
び
出
し
て
き
た
よ
う
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で

い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と
も
。
依
頼
を
受
け
る
段
階
で
の
議

員
御
本
人
や
秘
書
の
方
と
の
や
り
と
り
、
ま
た
、
担
当
を

決
め
る
際
の
局
内
で
の
や
り
と
り
の
中
に
、
新
し
い
知
識

を
得
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
こ
の
仕
事
の
面

白
さ
で
す
。

　
加
え
て
、自
分
が
受
け
た
覚
え
の
あ
る
依
頼
に
つ
い
て
、

後
日
、
国
会
の
審
議
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

や
り
が
い
を
明
確
に
感
じ
ら
れ
る
の
も
魅
力
で
す
。

「
そ
う
そ
う
、
そ
う
い
え
ば
、
こ
の
間
調
査
し
て
も
ら
っ

た
□
□
に
関
す
る
諸
外
国
の
法
制
度
に
つ
い
て
の
資
料
、

と
て
も
わ
か
り
や
す
く
ま
と
ま
っ
て
い
て
助
か
り
ま
し

た
！
　
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

　
…
…
お
っ
と
、
つ
い
つ
い
、
褒
め
て
い
た
だ
い
た
場
面

を
書
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
失
礼
し
ま
し
た
。

（
国
会
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
課
　
東
京
か
ら
博
多
ま
で
）

「国会レファレンスの窓口は
こちら！」



国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。
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「
私
は
活
動
写
真
と
云
う
も
の
を
余
り
好

き
ま
せ
ん
」。
映
画
が
不
道
徳
な
見
世
物
と

見
な
さ
れ
て
い
た
頃
、
夏
目
漱
石
は
こ
う
述

べ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
人
々
の
心
を
動
か

す
作
品
が
多
く
作
ら
れ
、
映
画
は
芸
術
と
し

て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
作
家
も
映
画

に
魅
了
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

本
書
は
、
昭
和
初
期
か
ら
昭
和
30
年
代
に

か
け
て
の
映
画
黄
金
期
の
頃
に
、
日
本
を
代

表
す
る
文
豪
・
文
士
が
雑
誌
や
新
聞
な
ど
に

寄
稿
し
た
映
画
評
を
集
め
た
展
覧
会
の
図
録

で
あ
る
。
昔
の
映
画
が
公
開
さ
れ
た
当
時
の

反
響
を
、
作
家
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
「
第
１
章 

文
豪
・
文
士
の
映
画
評
」
で
は

『
モ
ダ
ン
・
タ
イ
ム
ス
』『
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
』

な
ど
56
作
の
欧
米
映
画
、「
第
２
章 

青
春
時

代
の
憧
れ
、
ヒ
ロ
イ
ン
へ
の
恋
文
」
で
は
グ

レ
タ
・
ガ
ル
ボ
や
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
な

ど
17
名
の
映
画
ス
タ
ー
、「
第
３
章 

映
画
は

文
学
を
超
え
た
か
」
で
は
『
罪
と
罰
』『
怒

り
の
葡
萄
』
な
ど
文
学
作
品
を
原
作
と
す
る

27
作
の
映
画
に
つ
い
て
、
総
勢
67
名
の
作
家

に
よ
る
約
１
０
０
編
の
評
論
の
抜
粋
を
掲
載

し
て
い
る
。
巻
末
に
は
掲
載
作
品
及
び
人
物

紹
介
が
あ
り
、
好
き
な
作
家
や
映
画
名
か
ら

探
す
こ
と
も
で
き
る
。

　

こ
の
場
面
は
文
学
に
は
表
現
で
き
な
い
、

あ
の
描
写
は
映
画
で
な
け
れ
ば
出
せ
な
い
、

と
い
う
映
画
の
視
覚
的
・
聴
覚
的
側
面
に
着

目
し
た
コ
メ
ン
ト
は
、
言
語
表
現
の
み
で
勝

負
す
る
作
家
な
ら
で
は
の
も
の
だ
。
色
川
武

大
は
『
ロ
ー
マ
の
休
日
』
を
「
私
の
よ
う
な

小
説
書
き
が
見
て
も
心
に
く
い
ば
か
り
」
と

評
し
、
草
野
心
平
は
映
画
版
『
に
ん
じ
ん
』

を
「
ま
こ
と
に
「
文
学
の
危
機
」
を
さ
え
幻

想
せ
し
め
る
敬
服
す
べ
き
作
品
」と
褒
め
る
。

文
学
と
い
う
古
参
の
芸
術
の
立
場
か
ら
映
画

と
い
う
新
参
の
芸
術
を
品
定
め
し
、
映
画
表

現
の
豊
か
さ
に
驚
嘆
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

映
画
評
に
は
当
時
の
暮
ら
し
も
垣
間
見
え

る
。
戦
後
の
絶
望
的
な
空
腹
の
中
、
開
高
健

は
「
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
り
、

パ
ン
を
買
う
金
を
は
た
い
て
か
け
こ
む
よ
う

に
」
映
画
館
に
通
い
つ
め
た
。
司
馬
遼
太
郎

が
言
う
よ
う
に
、
映
画
館
と
は
「<

夢>

を

買
い
に
」「
別
の
人
間
に
な
り
に
」
行
く
場

所
で
、
映
画
は
閉
塞
し
た
現
実
か
ら
逃
れ
ら

れ
る
唯
一
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
。
映
画
を
手

軽
に
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
当
時
の

作
家
の
熱
い
想
い
に
共
感
す
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
映
画
に
対
す

る
彼
ら
の
思
い
の
強
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

　

本
書
の
魅
力
は
文
豪
の
綴
っ
た
文
章
だ
け

で
は
な
い
。
展
覧
会
で
は
映
画
の
ポ
ス
タ
ー

や
映
画
ス
タ
ー
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
な
ど
も
展

示
し
、
本
書
に
も
そ
の
多
く
を
掲
載
し
て
い

る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
東
和
商
事
・
東
和
映

画
で
活
躍
し
た
野
口
久
光
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー

だ
。サ
イ
ン
か
ら
彼
が
描
い
た
と
わ
か
る『
望

郷
』『
商
船
テ
ナ
シ
チ
ー
』
な
ど
の
ポ
ス
タ
ー

は
、
独
特
の
レ
ト
ロ
な
レ
タ
リ
ン
グ
を
含
め

全
て
手
書
き
で
あ
り
、
映
画
の
陰
影
を
凝
縮

し
た
絵
画
と
い
っ
た
趣
が
あ
る
。

　

名
画
座
の
一
席
に
腰
掛
け
、
ス
ク
リ
ー
ン

を
見
つ
め
る
作
家
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う

な
、
追
憶
の
シ
ネ
マ
ガ
イ
ド
で
あ
る
。

（
赤あ
こ
う穗 

知ち

か郁
）

映画に魅せられた文豪・文士たち 
知られざる珠玉のシネマガイド
練馬区立石神井公園ふるさと文化館特別展

根本隆一郎 監修・装幀デザイン・編集ディレクション
練馬区立石神井公園ふるさと文化館 
2017.4　135p 　26cm
<請求記号　KD651-L120>

※
練
馬
区
立
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
内
又
は
通
販
で
購
入
で
き
ま
す
（
税
込
１
３
０
０
円
）
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図
書
館
調
査
研
究
リ
ポ
ー
ト
Ｎ
ｏ
．
17 『
公
共
図
書

館
に
お
け
る
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
調
査
研

究
』
を
刊
行
し
ま
し
た

　　

平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
図
書
館
及
び
図
書
館
情
報
学
に
関

す
る
調
査
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
、
平
成
30
年
8
月
に
、
標
記

資
料
を
刊
行
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
文
を
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
研
究
で
は
、
国
内
の
全
公
共
図
書
館
を
対
象
と
し

て
、
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
質
問
紙
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
１
，
３
９
７
館
に
質
問
紙
を
送
付
し
、
そ
の
８
２
．
５
％

に
当
た
る
１
，
１
５
２
館
か
ら
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
調
査
結
果
の
分
析
に
よ
り
、
全
14
章
か
ら
な
る
報
告
書
を

作
成
し
ま
し
た
。
当
館
で
は
、
平
成
22
年
度
に
も
同
じ
テ
ー
マ

で
調
査
研
究
を
実
施
し
て
お
り
、
前
回
の
調
査
結
果
か
ら
の
変

化
も
分
析
対
象
と
し
ま
し
た
。
報
告
書
に
は
、
質
問
紙
本
体
と

質
問
紙
調
査
の
集
計
結
果
も
収
録
し
て
い
ま
す
。

新
刊
案
内

外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
２
７
7
号　

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
に
関
す
る
指
令
（
Ｎ

　

Ｉ
Ｓ
指
令
）

　
　

―
Ｅ
Ｕ
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
立
法
―

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
生
殖
補
助
医
療
と
出
自
を
知
る
権
利

　
　

―
精
子
提
供
者
登
録
制
度
と
血
縁
関
係
に
関
す
る
立
法
―

　

韓
国
の
芸
術
家
福
祉
法

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
間
協
議
会

　
　

―
連
邦
・
州
政
府
間
調
整
の
手
法
―

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
１
１
号

　

ア
メ
リ
カ
が
見
た
明
治
憲
法
制
定
と
立
憲
政
治
の
展
開

　

米
国
が
締
結
し
て
い
る
地
位
協
定
及
び
地
位
協
定
に
お
け
る

　

主
要
な
規
定

　

韓
国
文
在
寅
政
権
の
対
北
朝
鮮
政
策

　
　

―
平
昌
冬
季
五
輪
を
契
機
と
し
た
関
係
改
善
及
び
南
北
首

　
　

脳
会
談
に
至
る
過
程
―

　

医
療
情
報
の
利
活
用
事
例

　
　

―
東
北
地
方
の
医
療
情
報
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ゲ
ノ
ム

　
　

コ
ホ
ー
ト
研
究
―
（
現
地
調
査
報
告
）

　

改
元
を
め
ぐ
る
制
度
と
歴
史
（
短
報
）

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
１
２
号　

　

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
市
場
の
成
長
と
今
後
の
展
望

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
政
策
的
位
置
付
け
を
め
ぐ

　

る
議
論

　
　

―
「
地
域
政
策
」
及
び
「
産
業
政
策
」
の
視
点
か
ら
―

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
の
現
状
と
課
題

　

ス
イ
ス
の
食
料
及
び
飲
料
水
の
備
蓄
・
供
給
制
度

　
　

―
「
２
０
１
７
年
5
月
10
日
の
経
済
に
関
す
る
国
の
供
給

　
　

に
関
す
る
命
令
」
ほ
か
―
（
資
料
）

　

公
契
約
条
例
の
現
状

　
　

―
制
定
状
況
、
規
定
内
容
の
概
要
―
（
資
料
）

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

３
３
７
号

　

オ
ー
テ
ピ
ア
高
知
図
書
館
：
県
と
市
の
合
築
に
よ
る
一
体
型

　

図
書
館

　

主
権
者
教
育
と
高
校
図
書
館

　

新
学
習
指
導
要
領
と
学
校
図
書
館
の
活
用

N D L  T o p i c s
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N D L  T o p i c s
　

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
ア
イ
ジ
ー
の
現
場
か
ら
見
た
ア
ニ
メ
ー

　

シ
ョ
ン
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
現
状
と
課
題

　

全
国
遺
跡
報
告
総
覧
に
お
け
る
学
術
情
報
流
通
と
活
用
の
取

　

り
組
み

　

<

動
向
レ
ビ
ュ
ー>

　

国
内
の
公
共
図
書
館
に
お
け
る
健
康
医
療
情
報
サ
ー
ビ
ス
の

　

最
近
の
動
向

　

<

研
究
文
献
レ
ビ
ュ
ー>

　

新
し
い
図
書
館
史
研
究

平
成
29
年
度
国
際
子
ど
も
図
書
館
児
童
文
学
連
続
講
座
講
義
録

「
絵
本
は
ア
ー
ト
、
絵
本
は
メ
デ
ィ
ア
」

　

絵
本
を
一
冊
ま
る
ご
と
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　

絵
本
は
ア
ー
ト

　

絵
本
と
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン

　
　

―
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
絵
本
を
中
心
に
―

　

絵
本
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
可
能
性

　

展
示
会
「
日
本
の
絵
本
の
歩
み
―
絵
巻
か
ら
現
代
の
絵
本
ま

　

で
」
の
紹
介

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

第
10
回
科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会

　

７
月
25
日
、
東
京
本
館
に
お
い
て
、
第
10
回
科
学
技
術
情
報

整
備
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
審
議
会
委
員
10
名
、
当
館
か
ら
は

幹
事
７
名
に
加
え
、
館
長
、
副
館
長
等
11
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

第
四
期
国
立
国
会
図
書
館
科
学
技
術
情
報
整
備
基
本
計
画
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
当
館
か
ら
報
告
し
た
後
、
質
疑
お
よ
び
懇
談

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
で
は
、
ま
ず
、
当
館
お
よ
び
３
名
の
委
員
か
ら
、
オ
ー

プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
推
進
と
図
書
館
と
い
う
懇
談
テ
ー
マ
に
関

連
し
た
報
告
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
に
、
政
策
立
案
の
た
め
の
科

学
技
術
情
報
の
提
供
、
我
が
国
に
お
け
る
研
究
デ
ー
タ
の
収
集
、

保
存
、
利
活
用
の
課
題
に
つ
い
て
委
員
の
間
で
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会
委
員
名
簿

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
平
成
30
年
７
月
25
日
現
在
）

委
員
長

　

西
尾　

章
治
郎　

大
阪
大
学
総
長

委
員
長
代
理

　

竹
内　

比
呂
也　

千
葉
大
学
副
学
長

委
員

　

石
田　

徹　
　
　

日
本
商
工
会
議
所
専
務
理
事

　

喜
連
川　

優　
　

情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
国
立
情
報
学
研
究
所
長
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授

　

ロ
バ
ー
ト

　
　

キ
ャ
ン
ベ
ル　

人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
長

　

児
玉　

敏
雄　
　

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
理
事
長

　

佐
藤　

義
則　
　

東
北
学
院
大
学
文
学
部
教
授

　

千
原　

由
幸　
　

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官（
研
究
振
興
局
担
当
）　

　

戸
山　

芳
昭　
　

国
際
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
長

　

濵
口　

道
成　
　

科
学
技
術
振
興
機
構
理
事
長

　

藤
垣　

裕
子　
　

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
・
教
養
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
授

　

村
山　

泰
啓　
　

情
報
通
信
研
究
機
構
戦
略
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

研
究
統
括
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